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会       議       記       録 

会議の名称 議会運営委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員  加藤 太郎 

日   時 令和５年１２月１８日（月曜日） 
開 議 午後１時００分 

閉 議 午後１時１５分 

出 席 委 員 

◎福井 ○山本 

 竹内 三上（オンライン出席） 齊藤 木村 西口（オンライン出席） 

＜菱田議長、平本副議長＞ 

執 行 機 関 

出 席 者 
 

事 務 局 

出 席 者 

井上事務局長、（数井次長）、野澤副課長兼総務係長、加藤副課長兼議事調査係長、 

（小野主任）、駒田主査 

傍 聴 可 市民０名 報道関係者０名 
議員１３名（大西、林、法貴、小林、 

大石、土岐、片山、冨谷、大塚、浅田、 

山木、梅本、小川） 

会 議 の 概 要 
 

１３：００ 

 

オンライン開催 

 

[福井委員長 開議] 

＜福井委員長＞ 

本日の議会運営委員会は、亀岡市議会委員会条例第１４条の２、同会議規則第９４

条の２、並びに同オンライン会議実施基準第２条第１項第３号の規定を適用し、今

後において緊急時等いかなる場合においても円滑な委員会運営を行っていくこと

を目的にオンラインで開催するのでよろしくお願いする。今回は委員長の指名によ

り西口委員と三上委員の２名のオンライン参加を認めているので承知願う。 

 

[送受信等の確認] 

＜福井委員長＞ 

初めにオンラインによる映像と音声の送受信等を確認する。西口委員、送受信の状

況や周りの環境はどうか。 

＜西口委員＞ 

 問題ない。 ※周りの環境も確認済み 

＜福井委員長＞ 

三上委員、送受信の状況や周りの環境はどうか。 

＜三上委員＞ 

 問題ない。 ※周りの環境も確認済み 

＜福井委員長＞ 

送受信の状況と周りの環境についてオンライン出席者と確認が取れたので、これよ

りオンラインで会議を進めることとする。オンライン出席のお二人には、原則音声

をミュート状態とし、発言される際には挙手（挙手ボタン可）の上で、私からの指

名によりミュートを解除して発言願う。会議の進行の中でお諮りする際も同様の対
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応とするので、よろしくお願いする。 

 

１ 議事日程 

[事務局長 説明] 

＜福井委員長＞ 

ただいま説明があったとおり、前回の会議で確認いただいた議事日程で進行してい

くのでよろしくお願いする。委員会審査報告書、修正案、議員提案議案、意見書案、

決議案については、議場に持参願う。タブレット端末にもデータが入っているので

活用いただきたい。 

[三上委員 挙手] 

＜三上委員＞ 

一点確認したい。議事日程第２の中で修正案が議題となるが、各常任委員長から審

査結果が報告された後に、第１号議案に対する修正案について発議者のうち一人が

説明し、続いて委員長報告と修正案の質疑を行い、討論、採決という順序になると

理解した。そのことがレジュメに記載がないため、修正案の説明を予定している片

山議員が会場で傍聴しており、そのような流れで了解されているかお聞きいただけ

ればありがたい。 

＜福井委員長＞ 

修正案に関する議事進行について、再度事務局から説明願う。 

＜事務局長＞ 

日程第２の流れを説明させていただく。案件としては第１号議案から第１７号議案

及び請願についてであるが、まずは３常任委員長より付託議案審査の報告を順次行

い、引き続き第１号議案に対する修正案の発議者として片山議員から登壇の上説明

いただく。その後委員長報告並びに修正案の説明に対する質疑を行い、討論、表決

の順で進行いただくので、よろしくお願いする。 

＜福井委員長＞ 

片山議員、そのようなことで確認いただけたか。 

＜片山議員＞ 

了解した。 

[三上委員 挙手] 

＜三上委員＞ 

 私も了解した。もう一点、質疑について申合せを確認しておきたい。修正案の説明

者である片山議員だけでなくもう一人の発議者である大西議員へも質疑が飛ぶこ

とがあるのか、同じ案件で何回まで質疑できるのか、関連質問ができるのかについ

て確認できればと思う。このことは後から出てくる議第１号議案、意見書案、決議

案にも関わることである。 

＜福井委員長＞ 

事務局から説明いただき徹底願う。 

＜事務局長＞ 

議案の発議者に対して質疑されるものであることから、修正案を説明される片山議

員だけでなく、発議者の一人である大西議員も指名があれば答えていただくことに

なる。質疑の回数については、関連質問も含めて３回までの申合せとなっている。 

＜福井委員長＞ 

ただいまの説明で確認いただけたか。 
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＜三上委員＞ 

質疑は３回まで可ということで了解した。過去に意見書案の質疑の際、一度に３人

の議員を指名し内容が異なる質問をされたケースがあったが、これで３回とならず

にその内２人の議員に対して再質問があった。初めの３議員への質問が１回目、再

質問の２議員への質問が２回目という考えでよかったか。 

＜福井委員長＞ 

あまり意識したことはないが、事務局どうか。 

＜事務局長＞ 

一まとめで同時に３議員へ質疑されたことから、それは１回目の質疑として数えら

れたものである。 

＜福井委員長＞ 

そのようなことで承知いただけるか。 

＜三上委員＞ 

 了解した。 

＜福井委員長＞ 

１２月議会最終日の議事日程については、このような形で進めることでよいか。 

―全員了― ※オンライン参加者にも個別に確認 

 

２ 討論順序について 

[事務局長 説明] 

＜福井委員長＞ 

討論については、議案（市長提案及び修正案）及び請願に対して４議員、議第１号

議案に対して３議員、意見書案に対して２議員からそれぞれ通告があったので確認

願う。資料の順序で討論を実施することでよいか。 

―全員了― ※オンライン参加者にも個別に確認 

 

３ 採決順序について 

[事務局長 説明] 

＜福井委員長＞ 

採決する件数がかなり多くなるが、資料のとおりの順序と方式で実施することでよ

いか。 

―全員了― ※オンライン参加者にも個別に確認 

 

４ その他 

＜福井委員長＞ 

議場配付資料等の準備にかかる時間を考慮し、１時間後の午後２時１５分から本会

議を再開することでよいか。 

―全員了― ※オンライン参加者にも個別に確認 

＜福井委員長＞ 

初めてのオンライン会議であったが、皆さんの協力で円滑に会議が進行でき、全議

事が無事終了したことに感謝申し上げる。 

 

散会 １３：１５ 


